
カリキュラム・マネジメントの手引き
忠岡町立東忠岡小学校

根拠をもって自分の考えを
表現できる児童の育成

～教職員がつながり、児童がつながり、
家庭とつながり、地域とつながる～

忠岡町立東忠岡小学校

なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）

●根拠をもって自分の考えを表現できる力に課題があった。
●学年、部会、教科をこえてつながる取組みが必要だった。
（つながりを意識した系統的な取組みが少なかった）
●一人一台端末をより有効に活用する必要があった。

●各学年の取組み（まなびプラン）の共有化・見える化

●縦割り活動「レインボータイム」の設置

●各学年校内研究授業・事後検討会の活性化（【協議→共有→実践】の早いサイクルでの実施）

●児童・家庭・地域とつながるための情報発信

●ICTの活用による、個別最適な学び・協働的な学びの実践研究

●授業を系統的につなげる意識が向上した。

●一人ひとりの児童の成長を、全職員で見る“場”が増加した。

●校内研究を日々の授業実践にすぐつなげるサイクルが定着した。

●「家庭・地域とつながって児童を教育する」という教職員の意識が向上した。

●ICT機器の得意・不得意をふまえた指導方法を見極めて指導できるようになった。
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(1)研究体制の見直し

1.令和３年度の取組み

本校がカリキュラム・マネジメントに取り組んだ背景として、

①児童の表現する力が伸びない

（全国学力・学習状況調査等による）

②これまで教職員がそれぞれの持ち場で取組

みを進めていたが、つながりを持ち、系統的

に取り組む実践が少ない

③１人１台端末をどのように使っていくのかを

研究する必要がある

・・・の3点の改善を図る必要があった。そのためにカリキュ

ラム・マネジメントに学校全体で取組み、児童の課題に

正対していきたいと考えた。

令和3年度は、大テーマを「ICTを活用して、各学年・

各部・各教科等の取組みをつなげる」と設定し、算数科

を中心とした研究を進めることにした。

まず、令和２年度までの取組みの課題
を洗い出し、学校全体でカリキュラム・
マネジメントを進めるために研究体制
の見直しをおこなった。
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(2)単元配列の見直しと
領域別研究の実施

年間カリキュラム全体を見直すため、単元配列表（カリマネ
表）を学年ごとに再構築し、教科と教科、教科と特別活動や
学校行事といったつながりの見える一覧表を作成した。つながり
部分を線で結ぶのではなく、色分けをして関連がぱっと見てす
ぐにわかるようにし、関連のある内容は指導時期を入れ替えて
効果的な指導ができるように配慮した。

また、教職員どうしが学び合う場の設定として、算数領域を
「数と計算」、「図形」、「測定・変化と関係」、「データの活用」の
４グループに分けて研究を進めることにした。各領域で、学年間
のつながりや指導上気になる（工夫が必要と思われる）点、
改善方法と職員への提案、ICT活用場面の設定という内容を
網羅した「領域別系統表」を作成することから始めた。その後、
領域別に研究授業を実施し、研究の成果を確認した。事後
検討会で話し合った内容は「ひがしだより」として全職員で共有
し、有効な手立てやICT活用の参考とすることができた。

グループ内では日々の相談や情報共有も行われ、教職員
どうしのつながりも深まった。

１.令和３年度の取組み

単元配列表の再構築
つながり部分を線で結ぶ
のではなく、色分けをして
関連がぱっと見てわかる
ように工夫した。
横軸が月ごと、縦軸が教科
や領域、行事ごとに並んで
いる。

算数の「領域別系統表」
「指導上気になる点」と、その改善方法や提案を
矢印でつないだり、「ICTの活用例」を事前に想定
したりして、研究授業での取組みに活かした。

「ひがしだより」
研究授業後には、事後検討会での内容を右図の
ようにとして通信を発行し、全教職員で共有した。
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(3)ICTを活用した
授業実践の蓄積

児童１人１台タブレットの活用にあたり、どの場面でICT機器
を利用するのが有効か、児童の学びをよりよいものにできるかと
いう実践内容を学年ごとに蓄積し、資料として全校で共有する
ことにした。

「ICT活用シート」への記録をサーバー上で共有するという手段
をとったが、「日常の授業へすぐに活用するのは難しく、今すぐに
悩みを解決したい」、「ICT活用について行き詰っている」等の課
題が浮かび上がった。

そこで、児童会が取り組んでいた「元気玉」というメッセージボー
ドをヒントに、付箋を使って教職員同士がメッセージのやりとりを
する掲示板を作成した。授業を実践してみて「よかったよ」「こ
まったよ」と感じた内容を学年カラーの付箋に書き込み貼り付け
るというものだが、すぐに見られて記入にも時間がかからないので
すぐに各自の実践に結び付けることができた。

１.令和３年度の取組み
＜Before> ICT活用シート
左図のような様式に、各教科での取組みを入力し、サーバー
上で共有していたが、日常的に活用するには不向きだった…
（シートを作ることが目的化してしまう）

＜After> ICT活用掲示板
職員室後ろの掲示板に、ICTを活用して「よかったよ！」、
「こまったよ」という点をそれぞれ書き出して、いつでも誰で
も、付箋に記入して貼れるようにした。
学年別に色分けをして、学校全体で課題や成果を共有する
ことができ、学年を超えたコミュニケーションを生み出すこと
に成功した。
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(1)年間計画の見直し

２.各学年の取組みの
共有化・見える化

令和３年度の取組みの反省として、

①教科、部、学年をつなげる取組みを日々の
授業にいかに反映させるか

②PDCAサイクルのCAに係る時間をいかに
効果的に作ることができるか

・・・という課題が浮かび上がった。

そこで、令和４年度の取組み内容を図のように３点に絞り、
さらに効果的なカリキュラム・マネジメントを実施するため、令和３
年度に作成した「カリキュラム・マネジメントの実現に向けた年間
スケジュール」を参考にして、年間計画を見直すことから始めた。

＜Before> 令和3年度実施計画イメージ図

＜After> 令和4年度カリマネ概要図
目標達成に向けて、アプローチの方法や、
取組み内容、つながりについて見直した

令和3年度に作成した「カリキュラム・マネジメントの
実現に向けた年間スケジュール」
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(2)学年別「まなびプラン」の
設定・公開

１年間をⅠ～Ⅳ期に分けた、各学年による「まなびプラン」シートを作成した。
なるべく短いスパンでPDCAサイクルを実施し、端的に評価してすぐ次の実践へつ
なげていくというサイクルを定着させた。全学年のまなびプランは校内の共有フォルダ
でいつでも見られるようにしている。長期休暇には全学年や各部会から集まった
「まなびプラン」をもとに教職員全体で検討・協議する機会も設け、今後の見通し
を持つための教職員間交流は大変有効であった。

２.各学年の取組みの共有化・見える化

まなびプランを実施して（教職員の声より）
・PDCAサイクルを各学年で的確に実施する上で、有効な手だてとなった。
・短期間で取組みの成果と課題を見極めるので、タイミングよく学年の活動方針を見直すこと
ができた。他学年の取組みを参考にしながら考えられ、系統性も考慮しながら話し合った。

まなびプラン様式

まなびプラン
全学年の概要
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(3)取組み報告の共有
「まなびレポート」の見える化

各学年の取組みを、教職員や児童、保護者等へ共有・発信
できるよう、「まなびボード」を設置し、そこへ各月の取組み「まな
びレポート」を掲示し紹介した。普段授業を相互参観するゆとり
が持てないが他学年の取組みには興味があり、情報を交流した
いと考える教職員にとってだけではなく、参観や懇談等の行事の
際に保護者・地域への情報発信ツールとして有効であった。学
校・家庭・地域それぞれの「つながり」を意識するためにも意味が
あったと考えられる。

２.各学年の取組みの共有化・見える化

「まなびレポート」

毎月掲示板に学年の主な取組み
を紹介した。
本来なら授業を相互参観するのが
望ましいが、時間の確保が難しいた
め掲示板を利用して情報交流する
形をとった。教員だけでなく、児童も
この掲示板を楽しみにしていて、
「今月はこれやってるんや」等他学
年の取組みを興味深く読む姿が
見られた。
参観・懇談時には保護者にも情報
発信することができ、「全校の取組
みがすぐ分かる」と好評だった。
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３.縦割り活動
「レインボータイム」の設置

令和４年度より生活指導部主導による「レインボータイム」

という縦割り班での活動を取り入れた。

学級のみでは人間関係も役割も固定され、活躍の場も限

定されてしまうが、縦割り班での少人数組織では、一人ひとり

が大きな役割を担い、協力して活動することが不可欠となる。

それぞれが主体となって「伝えあう」、「つながりあう」取組みを

設定することで、高学年はリーダーとしての役割を意識する。

また、本校の研究テーマである「根拠をもって自分の考えを

表現できる児童の育成」の取組みとして 表現力をのばす

面でもお手本となる効果が期待された。児童が多くの教師と

つながり、新たな側面を発見し力を伸ばす試みとして効果が

見られている。

クリーン大作戦や音楽会、運動会等、レインボー班で学校

行事や特別活動に位置づけて活動を進めた。立案には、

生活指導部だけでなく、教務部や保健体育部など複数の

部会も関わって教職員どうしのつながりを生む場ともなっている。

「クリーン大作戦」
15人で協力して手際よく掃除ができるように取り組んだ。

「音楽会」
1組団～3組団に分かれて学年ごとに音楽を発表した。
感想を伝え合って交流し、がんばりを認め合う機会になった。

「七夕集会」
班ごとに笹を飾り付けたり、クイズラリーを楽しんだりした。

「はじめまして！ レインボータイム」
異学年の友達と出会いの会。全員で班の目標を話し合った。
その後、みんなが仲良くなるために6年生が工夫してゲームを
進行し、交流を深めた。
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４.校内研究授業と
事後検討会の活性化

年間１回ずつ各学年の校内研究授業を設定し、当該学

年は全クラス一斉に授業を公開することにした。「まなびプラン」

の一環として授業を実施するため、参観シートの項目もプラン

内の実践内容に合わせた内容に統一した。

授業終了後、「ワークショップ型研修」のスタイルで事後検討

会を開催。討議グループは５人程度で毎回入れ替え制とし、

司会役となるファシリテーターは全員が経験できるよう持ち回り

で担当した。

従来、付箋を模造紙に貼り付けて意見を整理していたが、

今年度よりGoogle Jamboardを用いてパソコン上で意見を

記入した付箋を貼り付け、すばやく全体共有する方向に変更

した。その利点として、討議結果を文書や画像として保存でき

る、討議時間も短縮できる、若手教員でも意見を発表しやす

い、次回の討議でも見直しが簡単となる・・・等、多数挙げられ

る。グループを固定しないことで多数の教員と関わる場を持てる

ので、討議に加えて日々の相談や情報交換も行う姿が見られ、

短い時間を有効に活用することができた。 「Google Jamboard」上での共有

＜校内研究授業>

＜事後検討会>
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(1)学校だより・ホームページによる発信

５.児童・家庭・地域と
つながるための情報発信

研究テーマや日々実践を積み重ねている「つながる」
取組み、各学年の「まなびプラン」について、学校だよりや
ホームページを効果的に使い家庭や地域へ情報を発信
している。各学年で今どんな取組みをしているか、どんな
目標をもって学習しているかを紹介することで、家庭での
会話の一助とし、家庭学習の内容も親子で共に考える
ためのきっかけとなってほしいという願いからである。「ともに
育てる」意識で子どもたちを教育するために今後もこまめ
に情報を発信していきたい。
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(2)家庭学習チャレンジ週間を通した
家庭との情報交流

児童の家庭学習定着と生活習慣改善にむけ、従来から学期に１回ずつ
実施している「家庭学習チャレンジ週間」の取組みも以下の通り見直しを
行った。

①チャレンジ項目に、「学校で学んだことを家庭で話す」という項目を追加

②上記の内容を説明するため、4年生以上がタブレットを持ち帰り、発表
スライド等を見せながら児童が保護者に話す場を設定

③保護者からのコメントを、Web上でアンケートを実施して回収する形に
変更（第２回より）

以上の変更により、家庭でのコミュニケーション促進をはかるとともに「伝える」
力を養う、予習復習や自主学習への意欲付けを狙ったが、回を追うごとに熱
心に学習内容を伝える児童が増え、保護者も話を聞けるのを楽しみにして
いる様子がアンケートから見てとれた。親子のコミュニケーションのきっかけづくり
となるとともに、今後さらに意欲的に家庭学習に取り組む児童が増えていくよ
う継続的に支援していく。

５．児童・家庭・地域とつながるための情報発信

「めざせ！家庭学習名人！」
項目ごとにグラフ化し、学期ごとの参観時に掲示した。早寝早起きや読書等、課題が残る
項目を目立たせ改善を促したが、大きく変化させるのは難しかった。
今後も同様の取組みを継続し、生活・学習習慣をさらに改善させていきたい。
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６. ICTの活用による個別最適な学び・
協働的な学びの実践研究

令和３年度より継続しているICT実践内容研究を、令和4年度

も実践方法の蓄積・共有を継続した。

ICT機器の得意・不得意をふまえた指導方法が向上し、児童の

操作能力はもちろん、ICTを用いて記録する、提示・発表する、

グループ単位で話し合う等タブレットを有効活用して学習に生かす

授業プランが確立しつつある。この分野でもPDCAサイクルを繰り返し、

学習状況の評価やさらなる改善を繰り返して、児童の学びをよりよ

いものにしていくための手段として、その実践を研修している。

＜町教育委員会による支援＞～日々のかかわりと情報発信～

１．調査研究校との日常的なかかわり
（１）校内研究授業及び事後検討会に参加

全ての学年の校内研究授業及び事後検討会に参加した。毎回参加することで、取組みの進捗
や子どもの成長等を肌で感じることができ、学校の実態に応じた指導・助言を行うことができた。また、
学校長とカリマネ担当教諭及び講師として招聘している大学教授と研究授業の振り返りや今後の
方向性について、その都度確認することができた。

（２）教員との連携強化
日頃から学校訪問を頻繁に行い、学校長だけでなく、先生方とのコミュニケーションを大切にした。
教職員からの生の声を聞くことができ、悩みに対して指導・助言していく中で、信頼関係の構築につ
ながった。また、資料作成にあたり、管理職に許可をとった上で、Teamsを活用して、カリマネ担当
教諭と直接やりとりをすることで、お互いの意見交流やデータ修正等、効率よく行うことができた。

２．域内の学校への発信
学力担当者会において、カリマネ担当教諭が取組みを説明する機会を設け、成果と課題、進捗
状況等を域内で共有した。調査研究校の課題である「根拠をもって自分の考えを表現することが
できる児童の育成」については、本町の課題でもあることから、意見交流が活発に行われ、ICTの
活用や思考ツールの活用、縦割り活動等、各校の実践につなげることができた。一番の成果は、
教科の枠を超え、全ての教育活動において自校の課題に
迫っていくという意識が域内の教職員間で強くなったことである。

Topics
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成果について

７.取組みの成果と課題

この2年間の取組みの成果としては、次の3点が挙げられる。

まず、「つながり」をテーマに取組みを進めた結果、児童どうしが同学年・
異学年問わずつながりを持てる場面を増やすことができた。学級内でも、
ペアやグループ等のつながりを深める点を意識することができた。
また、情報共有のあり方を工夫することで、教職員の指導の方向性を
一致させ、経験年数を問わず同じ方向を向いた指導が可能になった。
そして、児童が表現できる場を増やしたことも成果の一つといえる。

課題について
この研究を通して、「児童が安心して表現できる集団づくり」ができていた
かという点が、反省点として挙げられた。

解決するための手だてとしては、①自己肯定感と自己有用感を育む方
法の工夫、②互いに認め合い、支え合える集団づくりの改善、③自己決
定の場を提供する授業づくりの継続、④安全・安心な「居場所づくり」に
配慮した授業改善の4点が挙げられる。

今回、これらの取組みの実践をすすめたことで、カリキュラムを俯瞰的に
見直すきっかけとなった。そして、すべての教育活動はつながっているという
こと、そのつながりの中で、すべての児童にかかわっていくことが大切であると
いうことを全教職員で再認識することができた。

今後も、すべての教育活動を自分事としてとらえ、持続可能な「チーム
東忠岡」をめざし続けたい。


